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を使ってみよう

無料

権利侵害
の

リスクを
回避した

い研究開発
の

ヒントが
欲しい無駄な出

願費用

を削減し
たい

知財情報が
あなたの事業をサポートします！



（5ページへ）

（4ページへ）

（3ページへ）

“商標”をネーミングで検索する

ネーミングから同じ文字列の

お店で購入した商品に、特許第4182222号と
書かれてる !
これは何だろう・・・特許？東京特許許可局・・・？？

特許第・・・号とは､特許庁が特許として認めた発明に付けられる番号です。

▶▶▶

▶▶▶

▶▶▶
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技術の内容で検索する
キーワードから特定の技術に関する特許を調査できます。

手順1

手順3

手順4

手順2

!

!

�������!
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!

!

!

手順1

手順4

手順2

手順3

手順1 手順3

手順2

手順4

�������!

物品の種類で検索する
キーワードから特定の物品の意匠を調査できます。
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!

!

!

手順1

手順4

手順2

手順3

手順1 手順3

手順2

手順4

�������!

物品の種類で検索する
キーワードから特定の物品の意匠を調査できます。
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継続してウォッチングしたい案件が更新された時に通知を受け取ることができる、RSS
機能の操作方法を説明します。
登録しておくと、情報収集の時間を短縮できるというメリットがあります。また、特許庁
が送付した書類や出願人等が提出した書類の見落とし、確認漏れを防ぐことができます。
RSS機能を使用できるのは以下のサービスです。

●  特許・実用新案番号照会／OPD

●  特許・実用新案検索

●  意匠番号照会

●  意匠検索

●  商標番号照会

●  商標検索

経過情報をウォッチングする【RSS機能】 
 

 

商標出願番号「2006-094273」の文献を RSS 登録する

 

  操作例

対象の案件を検索し、文献のURLをコピーします。
「検索結果一覧」又は「文献表示画面」の「URL」ボタンを押し URL をコピー
します。
ここでは、「商標番号照会」で商標出願番号「2006-094273」を検索し、URL を
コピーします。

1

表示されたURLをクリックします。2
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次に表示されるページのURL 「j-platpat…（中略）….xml」をコピーします。4

新たに表示された「文献固定アドレス用結果一覧」の右横に表示された
RSSマークをクリックします。3

 

 

  

コピーしたURLを
RSSリーダーに登録します。

RSS リ ー ダ ー（Outlook の
RSS フィード）へ登録する場合
を例に説明します。

（1） Outlook の RSS フィード
上で右クリックをして表示
されるメニューの「新しい
RSS フィードの追加」を押
します。

5

※Outlook は、米国Microsoft Corporation 
の米国及びその他の国での商標又は登録商標
です。
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（2） 新しいRSSフィードのテキストボックスにコピーしたURLを貼り付け、「追
加」ボタンを押します。

（3） 必要に応じて「詳細設定」を開いて設定のうえ「はい」を押します。
　　これで登録は完了です。

RSS 機能で通知を受け取ることができる書類について
RSS 機能で通知を受け取ることができる書類は「経過情報に表示され
る書類」です。「経過情報に表示されない書類」は通知の対象外となり
ます。

Hint!

8



｢検索履歴｣タブから、除外したい検索履歴の設定をする方法  

1
2

3

4

1

2

3

4 ここをクリック！
ここをクリック！

検索履歴演算に関する注意事項

検索履歴の保存はブラウザのタブ単位で行います。ブラウザのタブを閉じると検索履歴の情報は
削除されます。
別ブラウザで表示した場合や、ブラウザの複数タブで表示した場合は、検索履歴の情報はそれぞれ
のブラウザのタブ単位で検索履歴の情報を保存します。
検索履歴が保存されるのは、文献種別が「国内文献」又は「外国文献」の検索のみです。
検索履歴は最大で20件保存されます。

•

•
• 

699 64

残したいものは
をクリック

699 64

409 45

【検索履歴】のタブに切り替えます。
＋除外番号追加をクリックすると除外検索履歴番号のテキストボックスが出現します。
上段のテキストボックスにカーソルを表示させた状態で、下段の表の中の検索履歴番号を
クリックすることにより、そのテキストボックスに当該検索履歴番号が入力されます。
｢選択入力にセット｣をクリックすると選択入力画面に反映！

 

 

（2） 新しいRSSフィードのテキストボックスにコピーしたURLを貼り付け、「追
加」ボタンを押します。

（3） 必要に応じて「詳細設定」を開いて設定のうえ「はい」を押します。
　　これで登録は完了です。

RSS 機能で通知を受け取ることができる書類について
RSS 機能で通知を受け取ることができる書類は「経過情報に表示され
る書類」です。「経過情報に表示されない書類」は通知の対象外となり
ます。

Hint!
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御社で J-PlatPat を使い始めたのはいつ頃で、どのようなきっかけからですか？

長きにわたりご利用いただき嬉しく思います。他に無料のデータベースも存在
する中で、J-PlatPat を長く使い続けていただいている理由は何でしょうか？

J-PlatPat は、自分で考えた検索ロジックで調べるため、社内のメンバーに検
索結果を見せるときなど、その背景が説明しやすいですね。また、昔に比べる
と機能が追加されており、不便さを感じません。

顧問弁理士から、自分で知財情報を検索できるツールとして紹介されたのがきっ
かけです。時期としては 20 年以上前…つまり特許電子図書館、IPDL 時代から
使用しています。

多くの知財情報から“発想力”を養い、
新たな商品開発に向けたヒントを入手

活用のススメ活用のススメ

事例紹介

J-PlatPat は全国の多くの方にご利用いただいています。
企業の“リアルな声”を通じて、J-PlatPat の具体的な活用の例
をご紹介します。
「どのように活かせるのか知りたい」──そんな方は、ぜひ事例集
ページにアクセスし、他の事例も参考にしてみてください。
※他事例は J-PlatPat トップページ目的別バナー及び右記
　コードからアクセスできます。
※今後、事例は適宜追加しております。
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どんな目的でJ-PlatPatを使うことが多いですか？

大きく分けて３つあります。まずは、販売しようとしている商品が、他社の権
利に抵触していないかどうかです。次に、自社でオリジナルの商品開発を行う
ときにも使用します。類似の構造を他社も出願していないか確認します。
さらに、商品開発のヒントを得るため、競合他社の出願内容は定期的に見て
います。

なるほど、J-PlatPat には数多くのアイデアが蓄積されていることから、開
発のヒントを得るツールとしても活用されている、と。J-PlatPat で得られ
る情報のうち、どの部分に特に着目しているのでしょうか？

例えば、A 社がある新しい技術を出願しており、それに対抗し B 社も出願し
特許となっている場合、それらの請求の範囲に注目し、「A の先行技術とどの
点が異なってB社の権利が認められたのか」などを確認しています。
J-PlatPat で同業他社の出願を見ることで、知識が深まり発想力の向上
にも繋がります。

J-PlatPatの利用に関して、他の社員の方に期待することなどはありますか？

今後はどのようにJ-PlatPatを使っていきたいですか？

さらに魅力的な商品が誕生することを期待しています。ありがとうございま
した。

日頃から少しでも担当分野の特許や意匠を検索し、「こういうものがあるんだ
な」と視野を広げてほしいと思います。もちろん、J-PlatPat に限らず日頃か
らアンテナを張って他社商品をチェックする姿勢が必要です。市場の変化を敏
感に察知し、さらに知財情報を見ることで、他社の新技術や新商品、それを模
倣するものの出現など、動向をつかむことができるんです。

若手社員の発想力育成に、J-PlatPat を活用したいと思います。最初は侵害
予防が目的でも、多くの知財情報を見ることで、発想力が培われるものです
からね。
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お役立ち情報

ヘルプデスクへ！
TEL :  03-5521-0151

J-PlatPatオンライン講習会（無料）

IP ePlat （アイピー イープラット）

知的財産相談・支援ポータルサイト

知財総合支援窓口

公報閲覧室

開放特許情報データベース

詳しくはJ-PlatPatトップの目的別ナビ「J-PlatPatオンライン 講習会」からご確認ください。

詳しくはJ-PlatPatトップの目的別ナビ「マニュアルをダウンロードしたい」
からご確認ください。

J-PlatPatのマニュアルの提供

2025年５月

操作マニュアル

J-PlatPat とは

まずは触ってみよう簡易検索

J-PlatPat における基本原則

共通の操作

特許・実用新案の操作

意匠の操作

商標の操作

審判の操作

付録

E-mail : helpdesk@j-platpat.inpit.go.jp

J-PlatPatの操作でお困りの際は

2026年6月

INPIT（独立行政法人 工業所有権情報・研修館）
知財情報部 情報提供担当
E-mail: ip-jh05@inpit.go.jp


